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① 街並みの生い立ちを歩く

② 大通り公園

③ 都心プロムナード

④ くすのき広場と横浜市庁舎

⑤ 横浜公園と日本大通り

⑥ 日本大通りの建物たち

⑦ 開港広場

⑧ 山下公園通り

⑨ 人形の家、フランス橋、
　 ポーリン橋、世界の広場

⑩ 元町商店街、中華街

⑪ 山手地区

⑫ 馬車道商店街、
　 伊勢佐木町商店街

⑬ 歴史を生かしたまちづくり

⑭ 佐世保の街づくり

⑮ コンパクトシティ佐世保

⑯ 三ヶ町四ヶ町商店街

⑰ 心やさしい海辺のまち

（テーマは予定です。変更となる場合もあります）

「街並み生い立ち　街歩き」
執筆テーマ

第５回第５回

〈横浜編〉

〈横浜編〉

〈佐世保編〉

５．横浜公園と日本大通り

（１）スタジアムとチューリップ
　　の公園

　港への「緑の軸線（「２．大通り公

園」参照）」は、「くすのき広場」から

「横浜公園」を経由して「日本大通り」

につながるルートです（写真１）。

　「横浜公園」の面積は６３，８００㎡も

ありますが、公園内にある「横浜ス

タジアム」の存在感が大きく知名度

も高いので、今では「横浜スタジア

ム」のある公園と云った方が分かり

易いかもしれません（写真２）。

　１９７８（昭和５３）年に「横浜スタジ

アム」が出来てからは、市内外から

多くの人々がここに来るようにな

り、それまではあまり認識されてい

なかった「関内」の地が広く知られる

きっかけにはなったと思います。ま

た１９９７（平成９）年には、公園が位

置する中区の「区の花」にチューリッ

プが指定されたのを期に、市民も参

加して１６万本のチューリップが植

えられるようになり、春先はチュー

リップの公園としても知られるよう

になりました。

　この公園は「日本大通り」とともに

明治の初めに造られましたが、公園

が出来る前は堀割に囲まれた遊郭が

あった場所でした（図１）。　

（２）歴史ある西洋式公園

　開港場は幕府の手によって計画、

建設されましたが、戸数わずか１００

戸余りの寒村であった横浜村の住人

は、本村（現在の「元町商店街」）に移

転させられました。そして、山手の

丘から横に張り出した陸地と、その

内側の入り江を埋め立てた土地に計

画的な都市建設が進められました。

　その内容は、通商のための波止場

の建設、運上所（通商行政事務・外

交事務の役所）の設置、外国人居住

地と日本人居住地の分離配置、道路

網の整備などが主なものでした。

写真 2　「横浜スタジアム」のある「横浜公園」

写真 1　緑の軸線を形成する「横浜公園」と「日本大通り」。「横浜スタジアム」の左手前に「横

浜市役所」と「くすのき広場」。「日本大通り」の正面が「象の鼻パーク」。その右手に「大桟橋」、

左手に「赤レンガ倉庫」がある（写真提供：横浜市）
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　しかし１８６６（慶応２）年、日本人

居住地から発生した大火事により、

日本人居住地の大部分が焼失し、外

国人居住地も類焼して当時の「関内

地区」の三分の二近い地域が焼失し

ています。

　これを契機に、道路、下水道、公園、

街路などの整備を規定した「第三回

地所規則」が火事の一か月後に締結

されました。この「規則」は全１２条よ

り成っており全国に先駆けた近代都

市計画でした。

　第１条では、「港崎（みよざき）遊

郭」を移し、跡地を日本人と外国人

双方が用いる公園（現在の「横浜公

園」）にすること。また第３条には外

国人居住地、日本人居住地を改善し

かつ延焼を防ぐため、両地区の間に

中央大通り（現在の「日本大通り」）幅

員１２０フィートの街路を海岸から公

園まで通すことなどが盛り込まれ、

現在の「関内地区」の骨格はこの時に

計画されました（図１）。

　「規則」の内容は具体的に規定さ

れ、工事の完了期限も明記されてい

ましたが、規則制定後に明治維新の

動乱をむかえ、その実施は明治政府

の手により明治初期に行われるよう

なりました。　

　１８７６（明治９）年に「横浜公園」が

居留外国人と日本人双方が利用でき

る公園として開園し「彼我（ひが）公

園」と呼ばれました。市内の西洋式

公園としては山手地区にある「山手

公園」に次いで歴史のある公園で、

日本で最初に日本人に開放された公

園です。

　当初はもっぱら外国人によって、

クリケット、野球、フットボール、

ラグビーなどのスポーツの場として

利用されていました。しかし１８９９

（明治３２）年に居留地制度が撤廃さ

れ、１９０９（明治４２）年に公園全体が

横浜市の管理になってからは、公園

の南東側に野球場、「日本大通り」側

に日本庭園がつくられて、多くの市

民が利用するようになりました。

　１９２３（大正１２）年の関東大震災後

の震災復興事業によって、野球場を

踏襲したグラウンドとスタンド兼体

育館、音楽堂が整備されています。

　終戦後、野球場は接収され「ゲー

リック球場」と呼ばれて米軍専用と

なりましたが、１９５２（昭和２７）年に

接収が解除されると「平和球場」と改

称されました。

　１９７８（昭和５３）年に、球場があっ

た場所に「横浜スタジアム」がつくら

れることになり、園内にあった野外

音楽堂、県立武道館も撤去され、山

下町側の一角にあったアメリカ人専

用のチャペルセンターの跡地に日

本庭園が整備されました。そして

２００８（平成２０）年から再整備が行わ

れ、現在の姿になっています（写真
３）。

（３）日本の近代街路第一号

　「横浜公園」の港に向かう出入口を

出ると、道幅の広い「日本大通り」が

真っ直ぐに伸びています。車の交通

量が比較的少なく、大きな銀杏並木

とともに歴史的な建築物が多く建っ

ており、落ち着いた佇まいをみせて

います。「横浜公園」とともに「緑の軸

線」の重要な位置を占めており、「関

写真 3　再整備された「横浜公園」の緑地

図１　左は大火前、上部に「港崎遊郭」。右は大火後、遊郭のあった場所が公園用地になり、

波止場まで大通りが延びている。波止場のかたちが変わっている。（出典：「港町／都市形成史」）

Plan of YOKOHAMA 
1865（慶応元）年 

Plan of Settlement of YOKOHAMA 
1870（明治 3）年

写真 4　銀杏並木と歴史的建物が並ぶ

「日本大通り」



街並み生い立ち　街歩き

88 　Vol.41 No.482　2015-9

内地区」の中央に位置する「街と港を

結ぶシンボルロード」といえます（写
真４）。（「日本大通り」を構成する建

物については、次号の「街歩き」で紹

介します）

　この通りは１８７９（明治１２）年に開

設され、幅員３６ｍで車道と歩道が分

離し（車道１８ｍ、歩道と街路樹帯９

ｍ）街路樹が植えられた日本で最初

の近代街路です。以降、神奈川県庁

や外国の領事館などが並ぶ「関内地

区」の中心となる街が形成されてき

ました（写真５）。

　しばらく前までは、車道の幅が２２

ｍ、両側に幅員７ｍの歩道があり、

車があまり通らない静かな落ち着い

た道路でした。そして、歩道の車道

側にある植樹帯に大きな銀杏並木は

ありました（写真６）。

　２００２（平成１４）年、この道路の地

下に「市営日本大通り地下駐車場」の

整備が行われ、完成後の再整備の機

会をとらえて車道の幅員を９ｍに狭

め、歩道が幅員１３．５ｍと広くなって

石畳になりました。大きな銀杏並木

と植栽帯の位置は変わらずに、歩道

の中央に並ぶ現在の姿になっていま

す（写真７）。このゆとりを活用して

沿道の店がオープンカフェを出せる

仕組みもつくられたそうです。

（４）新しい港に面した広場

　「日本大通り」の港側の正面には、

港に向かって「象の鼻パーク」と命名

された広場が広がっています（写真
８）。

　戦後の復興を目標にした街づく

りは、社会の縦割りの仕組みの中

で、様々な事業がそれぞれの経済

性、機能性の価値を優先して行わ

れてきました。

　街づくりの事業には、大きく分

けて公共事業と民間事業とがあり

ます。

　公共事業は、鉄道や道路、公園

や上下水道、公共建築物など様々

な公共施設についての計画や建設

や管理運営などがありますが、そ

れぞれの事業は縦割りの仕組みの

中で、同じ行政組織の中でも別々

の事業主体によって行われている

ことが多いのです。また民間の事

業も、一軒一軒の住宅から企業に

よるビルなど、別々の事業者によっ

て行われています。

　こうした多くの事業が、時とと

もに様々な事業者によって行われ

ている街づくりに対し、全体とし

ての秩序を維持するのが本来の都

市計画です。実際には都市計画法

や建築基準法などをはじめとする

様々な法律や条例などに沿って、

それぞれの事業は具体的に進めら

れます。しかしそこでの決まりは、

街づくりの量と質
コラム 必要な施設やその規模と配置、ま

た安全性などについて守るべき最

低限の基準などの量的な側面です。

快適性や美しさ、魅力などの質的

な側面については規定されません。

そのためにそうした質的側面への

配慮は、個別の事業だけでなく全

体としても不足してしまいます。

仮に個別の事業において配慮がな

されても、その周辺や街全体との

関係が適切に配慮され相互の関係

が調整されていなければ、全体と

しては上手くいきません。一定の

まとまりを形成する街や地域にお

いては、その街の魅力や個性を形

成しようと考えれば、全体として

の質の向上に関わる配慮や作法、

そしてまた何らかの取り決めが必

写真5　1916（大正5）年頃の「日本大通り」

（写真提供：横浜市）

写真 6　以前の歩道と植栽帯 写真 7　現在の歩道と植栽帯

写真 8　「象の鼻波止場」と「大桟橋」に面し

た「象の鼻パーク」
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　この地区は１８５９（安政６）年の開

港時に、港への玄関である波止場が

造られた横浜港発祥の地として歴史

的に重要な場所です。当初は東波止

場と西波止場の二本の直線状の波止

場がありましたが、１８６７（慶応３）

年に東波止場は「象の鼻」と呼ばれる

湾曲した形に変更されています（図
１）。

　近年まで港湾関連施設があり、一

般の人はこの付近から水面を見るこ

とは出来ませんでした（写真９）。し

かしシンボルロードの突き当りとし

て、また「みなとみらい２１地区」から

「山下公園」に連続する水際線緑地帯

としてこの場所は重要な位置に当た

り、街と港との視覚的、空間的連続

性を図ることが課題でした。そして

２００９（平成２１）年、横浜開港１５０周

年記念事業によって、水面に面し港

に開かれた広場に生れ変わっていま

す（写真１０）。

（参考文献）
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（編集：ＳＤ編集部　発行：鹿島出版会）

にしわき・としお
　早稲田大学・同大学院建築学科で学んだ
後、大高建築設計事務所、武建築計画研究所
で多摩ＮＴ計画、港北ＮＴ計画、再開発計画、
観光開発計画、建築設計などに携わった。
　３６歳の時（１９７６年）、横浜市役所にアーバ
ンデザイン担当主査として招聘される。都市
デザイン室長、都市企画部長、都心部整備部
長などを歴任し、「関内地区」「山手地区」「横
浜駅周辺地区」「みなとみらい２１地区」「金沢
シーサイドタウン地区」「港北ニュータウン
地区」「市民まちづくり」「歴史を生かしたま
ちづくり」「水と緑のまちづくり」「ライトアッ
プなど都市空間演出」「デザイン都市横浜に
向けた活動」等々、２２年半に亘り横浜市の街
づくりに携わり、都市デザインの具体的な実
践活動を展開した。
　５９歳の時（１９９９年）、佐世保市役所に佐世
保市理事（都市デザイン担当）として招聘さ
れ、７年間、海と緑に抱かれた心優しい街の
都市デザインに取り組む。
　首都圏と地方との二つの自治体、コンサル
タント、事業者など、異なる立場から都市や
建築に関わり、都市デザインを実践してきた。
様々な公的委員や大学非常勤講師を歴任。講
演、論文、著書、活動成果に対する受賞など
がある。

要になります。

　横浜市は、生き生きとした魅力

ある都市を形成し、それぞれの地

域の特徴を生かし、快適で人間的

な市民生活を送ることが出来る街

にしたいと考え、総合的な街づく

りの推進を図りました。そのため

縦割り行政を横につなぐとともに、

都市空間の質の問題を扱う都市デ

ザインの活動を推進してきました。

また一定の街について質に関する

ルールを決めた「山手地区景観風致

保全要綱」や地域の人々が取り決め

る「街づくり協定」、あるいは質に

関わるテーマについてルールを決

めた「歴史を生かしたまちづくり要

綱」や、法律に基く制度を質の側面

から運用を図る「市街地環境設計制

度」などの対応を図っています。

　例えば「日本大通り」の場合も、

骨格としての量的な価値を生か

し、銀杏並木や歴史的建造物など

の質的な価値を保全するとともに、

時代と共に変化しながらシンボル

ゾーンとして生き続けるように取

り組みを行っています。

　２００４（平成１６）年に「景観法」と

いう法律が出来ました。景観とい

う都市空間の質に関する初めての

法律で、多くの自治体で条例など

をつくり運用が始められています。

都市の状況によって違うと思いま

すが、この法律による取り組みが

どのような成果を生み出していけ

るのか、様々な観点から見守って

いくことが必要です。

写真９　1981（昭和 56）年の「象の鼻地区」（写真撮影：筆者） 写真 10　2010（平成 22）年の「象の鼻地区」（写真提供：横浜市）

　「横浜公園」と「日本大通り」は、街

の骨格としては明治初期に造られた

ままですが、中身の構成は時代とと

もに変化をしながら街の中で生き続

けています。


